
遊具広場には、木の感覚を大切に作られたアス

レチックや、トンネルくぐり、砂場など、小さい子

供から大人まで楽しめる遊具がそろっています。体

を動かして、いい汗をかきたい方は、すべての遊具

にチャレンジし完全制覇を 

目指しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『海浜自然公園』の広さは、２２万㎡とスケ

ールが大きく、昭和４８年から整備が進められて

きた公園です。楽しさの秘密は何といってもおお

らかな大自然。春夏秋冬、１年を通じて、花や緑

や昆虫、また海辺や磯の生き物たちとのドラマチ

ックな出会いがあります。 

昆虫ウォッチング。園内には広い松林の他、多く

の木々や沢、池が豊富にあるため、トンボや蝶、四季

を通じて、様々な昆虫達と出会う事ができます。夏に

は、カブト虫やクワガタ虫など、子供達に大人気の昆

虫が数多く生息しており、虫取り網は必需品ですよ。 

 

園内には花園や菖蒲園をはじめ、いたる所に

花を咲かせる草木、花木が植えられています。い

つ、どんな木が、どんな花を咲かせるのか、ただ

眺めているだけでなく、近づいてウォッチングし

てみましょう。特に花菖蒲園では、自然感覚を大

切にした木道も整備されており、６月中旬～７月

上旬の開花期には、花菖蒲や紫陽花が咲きます。 

ここからはオートキャンプ場エリアです。整備の

行き届いた区画サイトで全てのサイトにＡＣ電源と

炊事場がございます。普段は静かな場所ですが、ゴ

ールデンウィークや夏休みには沢山のお客様で賑わ

います。 

紫陽花 花菖蒲 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休暇村からまずは日本海へ。県道下トンネルをく

ぐる前に海の方をご覧下さい。休暇村敷地内も沢山の

松の木があったのですが、最近枯れて減ってきてしま

いました。その原因と言われる『マツクイ虫』という

言葉を聞いた事はありますか？実は、『マツクイ虫』と

いう虫がいるわけではありません。病原体はマツノザ

イセンチュウであり、自分だけでは他のマツの中に入

れません。マツノマダラカミキリという虫に運んでも

らい、松を枯らす原因となっています。 

県道下のトンネルをくぐると、二の浜海岸が目に

飛び込んできます。この付近では、ハマダイコンやア

ザミ・キツネノカミソリ・ウマノアシガタなどの四季

折々の植物がその時期によりご覧頂けます。二の浜

海岸ではタイミングが良ければ、海女さんが潜って

いる姿をご覧いただけるかもしれません。 

右側をご覧下さい、黒

っぽい岩があります。この

岩は岩脈と呼ばれるもの

で、マグマが地下の比較的

浅い所で冷え固まってで

きた火山岩（安山岩類）か

らできています。 

天気のいい日はこの辺りから『雄島』がご覧頂

けます。『雄島』は越前海岸で一番大きな島。地元の

人からは昔からの『神の島』としてあがめられてい

ます。朱塗りの橋を渡ると伝説と神秘に満ちた雰囲

気が広がり、遊歩道を辿ると約４０分で島内を１周

できます。 

1997年（平成 9年）1月 2日、ロシア船籍のタ

ンカー「ナホトカ号」が島根県隠岐島沖で沈没し、船

首部分が三国町に漂着しました。海岸は重油で真っ黒

に汚れましたが、全国各地から集まったボランティア

や自衛隊などの必死の回収作業で、ようやくきれいな

海を取り戻しました。ここには 

ナホトカ号漂着の碑があります。 

●距離：約３km ●所要時間：約６０分 

アワビやサザエをとる海女さん 

 


